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夏休み期間は、多大なるご協力をありがとうございます。おかげさまで、大きな事故・けがもなく過ごせました。８月３

１日の職員反省会では、具体的に来年度につなげられる案を出せるなど前向きな会議を実施することができました。 

２０１７年度後半の個別支援計画書に向け、現在こどもたちひとり一人の日々の記録を見直しております。必要に応じ

て面談、家庭訪問などを実施しますのでいつでもご連絡くださいますようお願い申し上げます。 

☆９月６日頃～一週間連続で、「地震発生！」の対応練習をこどもたちと一緒に行います。帰宅後に不安そうな顔をされる

場合もありますが、いざ！というときのためとご理解くださいませ☆ 

＜夏のアンケート・プラス！＞ お手数ですが、以下にご回答いただき、ＦＡＸやノートにはさむ等の方法で、10月のお申込 

表と一緒にお戻し下さい。  より良いわくわく未来ＣＡＮの活動につなげる所存です。よろしく 

お願い致します。 

①夏の間、1日のリズムはどうでしたか？ 

（○をつけてください） 

 ・朝、自力で起きられた。 

 ・夜、決まった時間に寝られるようになった。 

 ・その他（                      ）                                                               

 

 ②ご自宅でわが子と「こんなことに取り組んでみた

い」にいくつでも〇をつけてください。 

 ・森のウォーク 

 ・台所のお手伝い（洗い物・片付け・台ふき） 

 ・洗濯のお手伝い（干す・取りはずす・たたむ） 

 ・体操（ラジオ体操・柔軟体操） 

 ※その他、取り組んでみたいことがあったら、ぜひ！   

③外出について 

 ・バス、電車のご利用負担額は、 

（ 高い ・ このくらいなら… ） 

 ・写真入りレポートは、 

 （ 楽しめた ・ もっと工夫がほしい ） 

 ・バス・電車以外の方法もある 

 ＝ご提案 

 

 

④夏休みの未来ＣＡＮをご利用いただく中で、「改善し

てほしい」点はございますか？（〇をつけてください） 

・職員の対応 

 

・活動の内容 

 

・ケガや体調に関する報告 

 

 

※ご自由にご記載ください。 

 
よい ふつう 

工夫を要す 

よい ふつう 工夫を要す 

よい ふつう 工夫を要す 

 

⑤土曜日を中心にお誘いしている「外出企画」「親子イ

ベント（もちつき等）」に、ぜひご意見をお願いします。 

 

※ご協力ありがとうございます！これからも、職員一同、安

全に配慮しながら、子どもたちと笑顔いっぱいの毎日を送

れるよう、工夫してまいります。 


